
　

書
類
審
査
と
面
接
で
採
用
を
決
定
し

ま
す
。
期
間
は
４
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で(

④
は
５
月
か
ら)

。
報
酬
は
１
時
間
891

円
〜
１
千
250
円
。
応
募
締
切
は
２
月
２

日
(水)
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

複
数
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
ご
希
望
の
か

た
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
０
０
０
８ 

 【
問
い
合
わ
せ(

平
日
午
後
４
時
ま
で)
】　

①
④
は
教
育
研
究
所☎(

８
６
５)

２
５
３
０

②
③
は
学
校
教
育
課☎(

８
８
８)

５
８
０
８

①
学
級
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

支
援
内
容
▼

支
援
を
必
要
と
す
る
お
子
さ

ん
の
学
校
生
活
全
般
に
対
し
て　

勤
務
▼

１
日
４
、
５
時
間
で
週
４
、
５
日

対
象
▼

次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
か
た

(1)
教
員
か
保
育
士
の
免
許
が
あ
る
か
た　

(2)
手
話
通
訳
か
要
約
筆
記
の
経
験
が
あ

る
か
た

(3)
学
校
な
ど
で
子
ど
も
の
支
援
に
あ

た
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
た　

②
日
本
語
指
導
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

支
援
内
容
▼

海
外
出
身
な
ど
で
、
日
本
語

の
指
導
が
必
要
な
お
子
さ
ん
に
対
し
て　

勤
務
▼

１
日
４
、
５
時
間
で
週
４
、
５
日

対
象
▼

次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
か
た

(1)
日
本
語
指
導
支
援
の
資
格
か
経
験
の

あ
る
か
た

(2)
海
外
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
お
子
さ
ん
の

支
援
に
関
心
の
あ
る
か
た

(3)
児
童･

生
徒
の
指
導
経
験
の
あ
る
か
た

(4)
中
国
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、
モ
ン
ゴ
ル

語
、
ネ
パ
ー
ル
語
、
英
語
な
ど
を
話

せ
る
か
た　
　

③
学
校
給
食
支
援
員

支
援
内
容
▼

学
校
給
食
に
関
わ
る
事
務
や

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
お
子
さ
ん
に

対
し
て

勤
務
▼

１
日
４
時
間
で
週
５
日　

対
象
▼

エ
ク
セ
ル
の
操
作
が
で
き
、
次
の

い
ず
れ
か
を
満
た
す
か
た

(1)
栄
養
士
か
調
理
師
免
許
の
あ
る
か
た　

(2)
集
団
給
食
の
管
理
運
営
や
調
理
業
務

経
験
の
あ
る
か
た　

④
学
校
行
事
等
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

支
援
内
容
▼

運
動
会
や
校
外
学
習
な
ど

で
、
支
援
を
必
要
と
す
る
お
子
さ
ん
に

対
し
て　

勤
務
▼

１
回
１
〜
６
時
間
で
月
数
回

　

外
国
の
か
た
に
日
本
語
を
教
え
る
講

師
を
10
人
程
募
集
し
ま
す
。
教
室
は
、

４
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
毎
週
火･

木

曜(

36
回
の
予
定)

の
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
実
施
し
ま

す
。
謝
礼
は
１
回
２
千
700
円
。

応
募
資
格
▼

70
歳
未
満(

今
年
４
月
１
日

時
点)

で
、
次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
を

満
た
し
、
他
の
講
師
と
協
調
し
て
教
室

運
営
に
協
力
で
き
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
報
告･

連
絡
な
ど
が
可
能
な
か
た

①
大
学
ま
た
は
大
学
院
で
日
本
語
教
育

を
専
攻
し
た
か
た(

専
攻
中
も
可)

②
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
合
格

③
法
務
省
が
示
し
た
日
本
語
教
育
機
関

の
告
示
基
準
解
釈
指
針
に
お
け
る｢

学

士
の
学
位
を
有
し
、
か
つ
、
日
本
語

教
育
に
関
す
る
研
修
で
あ
っ
て
適
当

と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
420
単
位
時
間

以
上
受
講
し
、
こ
れ
を
修
了
し
た
か

た｣

と
認
め
ら
れ
る
か
た

④
150
時
間
以
上
の
日
本
語
指
導
経
験
ま

た
は
そ
れ
に
相
当
す
る
教
授
歴
が
あ

る
か
た

＊ 

①
〜
④
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
か
た

が
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
場
合
、

国
際
交
流
基
金
と
日
本
国
際
教
育
支

援
協
会
が
主
催
す
る
日
本
語
能
力
試

験
で
Ｎ
１(

１
級)

を
有
す
る
こ
と
が
要

件
で
す
。

申
し
込
み
▼

履
歴
書
と
応
募
資
格
、
生
年

月
日
が
確
認
で
き
る
書
類(

写
し)

な
ど
を

２
月
18
日
(金)(

消
印
有
効)

ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◆
広
報
ID
番
号 
１
０
１
８
４
３
０

●
問
い
合
わ
せ　

企
画
調
整
課
国
際･

都

市
間
交
流
担
当
☎(

８
８
８)

５
４
６
４

　

地
域
代
表
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
な
ど
に
よ

る
、
学
校
適
正
配
置
に
関
す
る
地
域
協

議
を
各
地
域
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
議
の
第
２
段
階
で
あ
る
学
校

統
合
検
討
委
員
会
と
、
第
３
段
階
で
あ

る
学
校
統
合
準
備
委
員
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
傍
聴
希
望
の
か

た
は
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

時
間
は
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

(

③
は
午
後
７
時
〜
８
時)

。
先
着
順
で
、

定
員
を
超
え
た
場
合
は
入
場
を
制
限
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
広
面
小
、
太
平
小
、
下
北
手
小
の
第
１

回
学
校
統
合
準
備
委
員
会
…
１
月
27

日
(木)
、
東
部
市
民
Ｓ
Ｃ
２
階
洋
室
で

②
土
崎
中
、
将
軍
野
中
の
第
３
回
学
校

統
合
検
討
委
員
会
…
２
月
１
日
(火)
、

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ
３
階
洋
室
で

③
太
平
中
、
下
北
手
中
、
城
東
中
の
第
４

回
学
校
統
合
準
備
委
員
会
…
２
月
３

日
(木)
、
東
部
市
民
Ｓ
Ｃ
２
階
洋
室
で

●
問
い
合
わ
せ　

学
校
適
正
配
置
推
進

室
☎(

８
８
８)

５
８
１
２

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

市役所からのお知らせ

８市外局番＝☎018
文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します

小･

中
学
校
の
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
な
ど
を
募
集
し
ま
す

日
本
語
教
室(

オ
ン
ラ
イ
ン)

の
講
師
を
募
集
し
ま
す

学
校
統
合
の
地
域
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す

＊�

掲
載
し
た
催
し
な
ど
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中
止･

変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
実
施
の
有
無
は
、
主

催
者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場
で

は
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。



　

要
介
護
認
定
な
ど
を
受
け
て
い
る
本

人
か
そ
の
扶
養
者
が
、
所
得
税
や
市
県

民
税
を
申
告
す
る
際
に
提
示
す
る
と
障

害
者
控
除
が
適
用
さ
れ
る
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象(

す
べ
て
を
満
た
す
か
た)

■�

昨
年
12
月
31
日
現
在
、
市
内
に
在
住
す

る
65
歳
以
上
の
か
た

■

要
介
護
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
て

い
る
か
た

■�

市
の
判
定
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
た

(

申
請
後
に
確
認
し
ま
す)

■

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
か
た

①�

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
か
た

②�

障
害
者
控
除
が
適
用
さ
れ
る
障
害
者

手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
か

た
で
、
特
別
障
害
者
に
準
ず
る
か
た

申
請
に
必
要
な
も
の
▼

障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
申
請
書(

左
記
の
申
請
場
所
に
あ

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す)

◆
広
報
ID
番
号��

１
０
０
４
６
９
２

申
請
場
所
▼

介
護
保
険
課(

市
役
所
２

階)

、�
河
辺･

雄
和
の
各
市
民
Ｓ
Ｃ

＊�

認
定
結
果
は
、
審
査
後
申
請
者
に
郵

送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課
☎(

８
８
８)

５
６
７
５

　

こ
れ
ま
で
一
度
も
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
か
た
が
対
象

で
す
。
市
内
の
受
託
医
療
機
関(

93
か
所)

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望

の
か
た
は
、
１
月
24
日
(月)
ま
で
に
健
康

管
理
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
後
、
受
診
券
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
受
託
医
療
機
関
へ
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
受
診
可
能
な
日
時
は
医
療
機

関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
結
果
は
医
師

が
説
明
し
ま
す
の
で
、
再
度
受
診
が
必

要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
管
理
課
☎(

８
８
３)

１
１
８
０

　

今
年
度
の
医
療
機
関
で
受
け
る
各
検

診(

大
腸
が
ん･

前
立
線
が
ん･

子
宮
頸
が

ん･

乳
が
ん･

お
と
な
の
歯
科
健
診)

が
２

月
末
で
終
了
し
ま
す
。
ま
だ
の
か
た
は

お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

　

実
施
医
療
機
関
な
ど
詳
し
く
は
、
昨

年
５
月
に
全
戸
配
布
し
た｢

秋
田
市
健
診

ガ
イ
ド｣

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号��

１
０
０
５
３
８
１

●
問
い
合
わ
せ　

　

保
健
予
防
課
☎(

８
８
３)

１
１
７
６

９　広報あきた　2022年１月21日号

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

を
交
付
し
て
い
ま
す　

秋田市の第一号被保険者の介護保険料基準額算出方法

令和３〜５年度の介護保険料

保険料はみなさんが利用する
介護サービスの総費用に応じて決まり、
利用量が増えれば保険料も増える仕組みです

秋田市で必要な介護サービスの総費用

＝

÷

×
65歳以上のかたの負担分(23％)

秋田市内に住む65歳以上のかたの人数

年額74,784円

サ
ー
ビ
ス
概
要
☎(

８
８
８)

５
６
７
４

保
険
料
の
納
付
☎(

８
８
８)

５
６
７
２

令和２年度介護サービス給付費の内訳

無
料
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

お
早
め
に
！ 

今
年
度
の
検

診
が
２
月
末
で
終
了
し
ま
す　

　

秋
田
市
の
要
介
護･
要
支
援
認
定
者
数
は
、

昨
年
の
３
月
末
で
２
万
165
人
で
し
た
。
そ
の

割
合
は
、
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
約

９
万
７
千
人
に
対
し
、
ほ
ぼ
５
人
に
１
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
も
年
々
増
え
続

け
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
に
、
秋
田
市
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
た
お
金(

給
付
費)
は

約
286
億
300
万
円
で
、
令
和
元
年
度
に
比
べ
約

６
億
４
千
900
万
円
増
え
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
の
財
源
は
、
半
分
を
公
費(

税
金)

で
、
残
り
半
分
を
第
一
号
被
保
険
者(

65
歳
以

上)

の
保
険
料(

23
％)

と
第
二
号
被
保
険
者(

40

〜
64
歳)

の
保
険
料(

27
％)

で
負
担
し
て
い
て
、

高
齢
者
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
支
え
合
う

秋
田
市
の
介
護
保
険

保
険
料
の
納
付
方
法
の
ご
確
認
を

■

保
険
料
が
特
別
徴
収(

年
金
か
ら
引
き
落
と
し)

の
か
た
で
も
、
次
の
場
合
は
、
一
時
的
に
普

通
徴
収(

窓
口
納
付)

に
な
り
ま
す
。

▼

年
間
保
険
料
が
減
額
に
な
っ
た 

▼

年
度
の
途
中
で
65
歳
を
迎
え
た 

▼

他
市
町
村
か
ら
の
転
入 

▼

年
金
の
一
時
差
し
止
め 

な
ど

■

高
齢
の
か
た
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
、
納

付
方
法
が
引
き
落
と
し
か
ら
窓
口
納
付
に
変

わ
っ
て
い
な
い
か
、
ご
家
族
も
一
緒
に
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■

窓
口
納
付
の
か
た
に
は
、
納
め
忘
れ
が
な
い

便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

介
護
保
険
課
へ


